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Interview

１
月
27
日
、
南
九
州
串
間
武

道
大
会
が
串
間
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
で
開
催
32
回
を
迎

え
た
伝
統
あ
る
同
大
会
。
剣
道
・

銃
剣
道
・
四
半
的
弓
道
の
３
競

技
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
技
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

14
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

銃
剣
道

今
回
、
最
も
注
目
を
集
め
た

の
は
銃
剣
道
競
技
。
こ
の
競
技

は
競
技
者
の
ほ
と
ん
ど
が
自
衛

官
で
あ
る
た
め
、
一
時
休
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

大
会
で
は
県
銃
剣
道
競
技
連
盟

や
陸
上
自
衛
隊
都
城
駐
屯
地
、

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
・
高

畑
山
分
屯
基
地
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
14
年
ぶ
り
に
復
活
。７
チ
ー

ム
35
人
の
選
手
が
訓
練
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。
同
競
技
は
木

銃
で
相
手
の
の
ど
・
胴
な
ど
へ
の

『
突
き
技
』
で
競
い
合
い
、
攻

勢
的
に
果
敢
な
と
こ
ろ
が
特
色

で
す
。
俊
敏
で
迫
力
あ
る
選
手

の
動
き
に
観
客
は
食
い
入
る
よ

う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

銃
剣
道
が
開
催
さ
れ
た
串
間

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
剣
道

競
技
も
開
催
。
道
場
や
中
学
校

か
ら
１
３
４
チ
ー
ム
５
３
０
人
が

団
体
戦
で
頂
点
を
競
い
ま
し
た
。

道
着
に
身
を
包
ん
だ
姿
の
凛
々

し
さ
、
そ
し
て
礼
儀
正
し
さ
が

印
象
的
で
し
た
。

串
間
市
営
室
内
体
育
施
設
で

は
四
半
的
弓
道
競
技
が
開
催
さ

れ
、
28
チ
ー
ム
１
３
３
人
が
参

加
。
会
場
で
は
チ
ー
ム
名
の
書

か
れ
た
の
ぼ
り
が
華
や
か
さ
を

添
え
、
家
族
的
な
雰
囲
気
を
よ

り
温
か
い
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

心
・
技
・
体
の
鍛
練
を
精
神

と
す
る
武
道
の
南
九
州
大
会
。

練
磨
さ
れ
た
技
の
集
結
に
大
い

に
沸
い
た
１
日
で
し
た
。

剣道・銃剣道・四半的弓道の３競技に、
県内外から約７００人の選手・役員が参加しました。

南九州 串間武道大会第
32
回

剣道競技
◆小学校低学年の部　白虎剣道会Ａ（宮崎市）
◆小学校高学年の部　朱雀館道場（宮崎市）
◆中学校の部　高岡中学校Ｂ（宮崎市）
◆中学校女子の部　朱雀館道場（宮崎市）

銃剣道競技
◆団体の部　４３ｉＡチーム
◆個人の部　石脇慎也（４３ｉＡチーム）

四半的弓道競技
◆団体の部　日向Ａチーム
◆個人の部（男子）　神掛正治（飫肥）
◆個人の部（女子）　學所薫（都城庄内）

【結果表】＊敬称略

大将で出場しました。前２人が負けと引
き分けだったので、絶対に勝ちたかっ
たのですが、結果は負け。でも、剣道
を始めて気持ちが強くなれました。次の
試合は頑張りたいです。

次の試合頑張る

振徳館（飫肥小３年）

松井亜希さん

剣道競技

都城第43普通科連隊所属で、銃剣道
は訓練５年目です。団体戦に出場し、
結果は準優勝。団体優勝を目指してい
たので悔しいです。さらに訓練に励ま
なくてはと思いました。

訓練に励みたい

43iＢチーム

境田剛志さん

銃剣道競技

宮崎県四半的弓道連盟の延岡支部長
をしています。今日は気持ちを前向き
に一応、『優勝』という目標を掲げて
来ました。チームワークの良さで頑張
りたいと思います。

目指すは優勝

延岡市チーム

渡辺武さん

四半的弓道競技

宣誓・福島中2年
剣道部主将
増田成宏くん
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串
間
市
が
誇
る
観
光
名
所
で

あ
る
都
井
岬
。
実
は
短
歌
、
俳

句
に
ゆ
か
り
の
深
い
地
で
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

日

向
市
東
郷
町
出
身
の
歌
人
、
若

山
牧
水
や
愛
媛
県
出
身
の
俳
人
、

神
尾
季き

羊よ
う

の
歌
碑
、
句
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭

和
54
年
の
歌
会
始
に
て
昭
和
天

皇
が
詠
ま
れ
た
御
製
の
歌
碑
も
、

「
岬
の
駅
」
都
井
岬
前
の
広
場

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
歌
に
詠

ま
れ
て
い
る
都
井
岬
を
文
化
面

か
ら
盛
り
上
げ
た
い
と
、
昨
年

か
ら
市
内
外
の
有
志
が
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
短
歌
大
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
２
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
は
全
国
か
ら
８

２
３
首
の
応
募
が
あ
り
、
１
月

都
井
岬
短
歌
大
会

【
最
優
秀
賞
】

ア
ス
パ
ラ
を

ぽ
き
り
と
折
り
て

湯
に
放
つ

隠
し
事
な
ど
な
い
顔
を
し
て

東
京
都
　
林
由
実

歌人・若山牧水記念文学館長

伊藤一彦さん

都井岬の風景は素晴らしいですね。
なかでも目の前に広がる、どこまでも
続く『海』。海は日本人にとって、あこ
がれの場所なんです。水平線のかな
たにある遠い世界とつながっている場
所。都井岬からは広大な海も、うっそ
うと茂った森も望むことができます。
牧水たちもこの場所に立ったら、歌を
詠みたくなってしまったのでしょうね。

歌を詠みたくなる場所

誕
生
日
祝
う
言
葉
に
わ
が
長
所

そ
っ
と
添
え
た
る
君
か
ら
の
文宮崎

市
　
濱
田
千
春

馬
は
す
き
馬
は
か
わ
い
い
み
さ
き
馬

馬
の
あ
か
ち
ゃ
ん
馬
は
大
き
い

福
島
小
五
年
　
野
崎
公
輔

お
っ
ぱ
い
を
飲
ん
で
す
ぐ
寝
て
ま
た
泣
い
て

そ
ん
な
わ
が
子
で
フ
ォ
ル
ダ
は
一
杯

串
間
市
　
堀
口
直
樹

パ
ラ
ソ
ル
よ
り
は
み
だ
し
て
ゐ
る
束
ね
髪

光
さ
し
添
ひ
こ
お
ど
り
し
て
る都城

市
　
稲
吉
健
一

別
れ
よ
う
と
言
っ
た
の
は
僕
そ
れ
な
の
に

胸
が
イ
タ
く
て
消
し
ゴ
ム
見
つ
め
る

福
島
高
校
一
年
　
加
村
秀
弥

外
面
よ
き
夫
に
宣
告
潔
く
受
け
よ

わ
れ
と
の
終
身
刑
を

小
林
市
　
福
留
佐
久
子

漆
黒
の
瞳
に
映
る
金
色
を

僕
は
い
ま
で
も
追
い
か
け
て
い
る

福
島
高
校
三
年
　
加
藤
明
菜

空
港
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
り
吾
は
も
う

ゲ
ー
ト
の
外
の
君
に
文
書
く福

岡
県
　
猿
田
史
子

テ
ス
ト
中
お
な
か
の
中
に
テ
ロ
リ
ス
ト

通
報
し
て
も
警
察
来
な
い

宮
崎
西
高
校
二
年
　
小
坂
芳
宏

空
っ
ぽ
の
心
う
る
お
す
マ
ジ
ッ
ク
は

岬
の
海
を
見
る
し
か
な
か
っ
た日南

市
　
石
倉
タ
ミ

岬
馬
に
水
飲
む
序
列
あ
る
と
詠
み
し

夫
の
句
偲
び
牧
場
歩
み
ぬ宮

崎
市
　
早
川
ふ
き
子

将
来
の
夫
に
な
る
人
両
親
へ

挨
拶
に
来
て
岬
見
に
行
く

串
間
市
　
土
谷
広
子

草
を
食
む
岬
の
馬
の
鬣
に
つ
け
た
る

飾
り
は
野
草
の
種
子
か

日
南
市
　
髙
橋
恵
子

27
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
選
者
を
務
め
た
歌
人
、

伊
藤
一
彦
さ
ん
は
「
今
回
の
大

会
は
技
巧
を
こ
ら
し
た
作
品
よ

り
も
、
心
を
率
直
に
述
べ
た
歌

が
多
か
っ
た
で
す
」
と
講
評
。

ま
た
表
彰
式
と
合
わ
せ
て
宮
崎

市
の
歌
人
、
大
口
玲
り
ょ
う

子こ

さ
ん
が

小
中
高
生
の
作
品
を
取
り
上
げ

て
助
言
を
す
る
短
歌
教
室
や
宮

崎
県
立
看
護
大
学
准
教
授
の
大お
お

館だ
て

真ま
さ

晴は
る

さ
ん
に
よ
る
『
日
本
神

話
の
始
ま
り
と
歌
謡
』
と
題
し

た
講
演
も
あ
り
、
都
井
岬
が
短

歌
一
色
に
な
っ
た
１
日
で
し
た
。

潮
騒
を
き
い
て
育
つ
や
蘇
鉄
た
ち

か
が
り
火
の
ご
と
朱
い
実
抱
き
た
り

日
南
市
　
石
倉
タ
ミ

満
月
の
庭
に
黒
松
の
枝
の
張
り

亡
き
夫
好
む
景
と
な
り
た
り

宮
崎
市
　
早
川
ふ
き
子

「
ジ
ャ
マ
ナ
カ
」
と
ふ
山
中
教
授
の
若
き
日
の

逸
話
は
人
に
勇
気
あ
た
へ
む日

向
市
　
日
高
尚
子

山
の
端
を
人
さ
し
指
で
な
ぞ
り
ゆ
け
ば

下
弦
の
月
の
角
に
触
れ
た
り小林

市
　
福
留
佐
久
子

自
由
詠
【
入
選
】

テ
ー
マ
詠
「
相
聞
」【
入
選
】

小
中
高
生
の
部
【
入
選
】

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
短
歌
大
賞
【
入
選
】

題
詠
「
岬
」【
入
選
】
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昨年８月 29 日に、内閣府が公表した「南海トラフ
巨大地震」想定を受け、宮崎県が新たな「津波浸水
想定」の策定を行い、２月13 日に公表しましたので、
串間市のデータをお知らせします。公表された「津波
浸水想定」は、発生頻度は極めて低いものの、発生
すれば甚大な被害をもたらす津波として、想定した「最
大クラスの津波」であります。東日本大震災の教訓か
ら、命を守ることを最優先として、「非常に大きな津波
が起こりうるということ」を念頭に置き「強い揺れが起
きたら直ちに近くの高台に逃げる」ということを認識し
て行動してください。

[留意事項]
○�「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関
する法律（平成２３年法律第１２３号）第８条第
１項に基づいて設定するもので、津波防災地域
づくりを実施するための基礎となるものです。
○�「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪
条件下において発生した場合に想定される浸水
の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したも
のです。
○� 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基
に、過去に実際に発生した津波や今後発生が
想定される津波から設定したものであり、これ
よりも大きな津波が発生する可能性がないとい
うものではありません。
○� 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建
築物の影響のほか、地震による地盤変動や構
造物の変状などに関する計算条件との差異に
より、浸水域外でも浸水が発生したり、浸水深
がさらに大きくなったりする場合があります。
○�「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難
を中心とした津波防災対策を進めるためのもの
であり、津波による災害や被害の発生範囲を決
定するものではないことにご注意ください。
○� 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、
第二波以降に最大となる場所もあります。
○�「津波浸水想定」では、津波による河川内や
湖沼内の水位変化を図示していませんが、津波
の遡上などにより、実際には水位が変化するこ
とがあります。

[用語の解説]
（１）海岸の区分について
○�地域海岸：宮崎沿岸を海岸線の形状や
山付け等の自然条件、浸水想定の浸水
範囲などから区分したもの

（２）浸水想定について（図１参照）
○�浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上
することが想定される区域

○�浸水深：陸上の各地点で水面が最も高
い位置に来た時の地面から水面までの
高さ

宮崎県津波浸水想定
のお知らせもしも…津波が来たら

●問い合わせ先＝総務課危機管理係☎内線３１６
　こちらのデータは市のホームページでもご覧になれます。
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おいしいキンカンの収穫

　１月30日、北方地区の古屋農
園で福島小学校の５年生がキン
カンの収穫体験をしました。『くし
ま学』の一環で行われたもので、
事前に行われた古屋修市さんによ
る特別授業でキンカンについて勉
強。おいしいキンカンの見分け方
や流通の仕組みなどを学びました。
当日は友だちより大きなものを選
ぼうと夢中で収穫。収穫後はおい
しいキンカンを堪能していました。

2Scene

福島小・５年

山口梨
り

音
のん

さん（左）

井上裕
ゆう

賀
か

さん（右）

INTERVIEW

びっくりです

すごく楽しかったです。いろんな大きさ
のキンカンがあってびっくりしました。
古屋さんにキンカンのお話をたくさん聞
くことができて、すごく勉強になりました。
教わったとおりの方法で選んだキン
カンは大きくてとてもおいしかったです。

3Scene

日本一を目指しキャンプ

　２月１日から16日まで、ＪＲ東海
硬式野球部（青山眞也監督）が
串間市総合運動公園で冬季キャン
プを行いました。今年で４年目とな
る当キャンプ。市役所での歓迎セ
レモニーでは甘しょや焼酎など串間
市の特産品が贈られました。また
小学生を対象に野球教室を開いた
り、毎朝の散歩中にごみ拾いをす
るなど積極的に地域との交流も行
い、来季に向けて練習に励みました。

ＪＲ東海硬式野球部

青山眞也監督

INTERVIEW

皆さんに感謝

今年のキャンプも球場や宿舎の皆さん
にサポートしていただいて、集中して練
習に取り組むことができました。市民の
皆さんからの何気ないあいさつが一番励
みになりました。都市対抗野球大会で日
本一になることで恩返しがしたいですね。

ドクターヘリの搬送訓練

　１月27日、市木地区の多目的広
場で築島での急病患者を想定した
ドクターヘリの搬送訓練がありまし
た。救急隊の到着まで時間のかか
る築島の場合、例外的に通報の
時点でヘリ搬送を判断するという運
用方式。島民、消防、ヘリの連携
が必要なため、今回の訓練を実施
しました。ヘリは通報から約 13 分
で到着。患者を搬送し、上空を旋
回して再び着陸し訓練を終えました。

1Scene

市木地区・築島在住

近藤愛子さん

INTERVIEW

貴重な経験に

訓練で通報者役を務めました。実際に
消防本部と電話でやり取りをしながらヘ
リの到着を待ちました。訓練なのに少し
パニックになってしまいましたが、消防
からの指示で助かりました。ヘリにも乗
れたし、とても貴重な経験になりました。

政治に対して若者が主張

　２月８日、総合保健福祉センター
で『第７回わけもんの主張南那
珂支会予選会』が開かれました。
会には南那珂２市から４名が参加。
選挙や政治に対して感じているこ
とを、自分たちの仕事や体験を交
えながら発表しました。審査の結
果、川添雄介さん（日南市）と武
田佳太さんが優秀賞に輝きました。
２人は、その後開かれた県大会
でそれぞれの思いを発表しました。

4Scene

串間市役所

武田佳太さん

INTERVIEW

自分の思いを

自分が長年バレーボールをやっているの
で、スポーツと選挙の共通点をテーマに
発表しました。発表する前は緊張しまし
たが、発表中は少し気持ちが高揚して
いたように感じます。来週の県大会では、
自分の思いを精一杯伝えてきたいです。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

冬の星空を楽しみました

　２月16日、都井岬で『冬のダイ
ヤモンド夜の都井岬を体験しようⅡ』
と題して、天体観測会が開かれま
した（主催：都井岬ビジターセン
ター）。はじめに宮崎の星空を見上
げる会の川崎智浩氏が講義。都
井岬から見える星空などについて
説明しました。その後、「岬の駅」
都井岬前の広場に移動。専門家
の説明を受けながら、大パノラマに
描かれる星空を満喫していました。

5Scene

日本人の価値観に誇りを

福島高校・２年

福留拓
ひらく

さん

INTERVIEW

価値観の違い

とても面白い講演でした。いつか先生
の下で学びたいと思うほどです。日本人
の価値観の素晴らしさや、歴史を学ぶ
ことの大切さを改めて感じました。色ん
な国の人と話して、色んな価値観を知っ
て『和』の精神を実践していきたいです。

　２月10日、串間市文化会館で、
慶應義塾大学講師である竹田恒

つね

泰
やす

氏による講演会がありました（主
催：宮崎県商工会議所青年部連
合会）。『日本はなぜ世界でいちば
ん人気があるのか』と題して、日
本人の価値観の海外との違いや、
世界から見た日本の印象などを紹
介。自身の豊富な体験を交えた講
演に、市内外から参加したおよそ
７００人は熱心に聞き入っていました。

佐土原町在住

入江輝美子さん

INTERVIEW

抜群の美しさ

友だちと泊まりがけで参加しました。天体
観測は昔から好きで、都井岬も何回か
訪れています。今日は、佐土原からは滅
多に見られないカノープスを見ることがで
きてうれしかったです。先生も丁寧に
教えてくださったのですごく良かったです。

6Scene

プラス
まちの話

題
生涯学習推進大会 楠並木朝市によかむん市が登場

２月 17 日、第 20 回串間市
生涯学習推進大会が串間市
文化会館でありました。生涯
学習成果作品展や舞台での
成果発表に加え、ムツゴロウさ
んこと畑正憲さんが講演。参
加した約８００人は笑いの絶え
ない講演に聞き入っていました。

２月３日、宮崎県庁前で開か
れる、いっちゃが宮崎楠並木
朝市に「くしま朝市よかむん市」
が特別出店しました。物産コー
ナーへの出店をはじめ観 光
ＰＲコーナーの設置や串間の
太鼓やバンド演奏が行われ、 
多くの人が足を止めていました。

講演をする畑正憲さん 多くの人でにぎわいました
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手
続
き
に
も
れ
が
な
い
か
、
今
一
度
、

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
へ
の
経
済
的

支
援
で
、出
生
や
引
っ
越
し
な
ど
の
際
、

申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
１
年
に
１
回
、
６
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
母
子
家
庭
や
父
子

家
庭
に
経
済
的
支
援
を
行
う
制
度
で

す
。
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
に
な
っ
た

と
き
か
ら
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
１
年
に
１
回
、
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ま
す
。

手
続
き
を
忘
れ
る
と
手
当
の

支
給
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

出
生
時
な
ど
の
新
規
の
手
続
き
や
現

況
届
な
ど
の
更
新
の
手
続
き
を
忘
れ
る

と
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

手
続
き
を
忘
れ
て
い
る
方
は
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

必
要
な
書
類
な
ど
は
制
度
に
よ
り
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
す
。

　

病
院
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
を
市

が
負
担
い
た
し
ま
す
（
小
学
生
以
上
は

入
院
の
み
）。
た
だ
し
、
出
生
や
引
っ

越
し
な
ど
の
際
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
３
歳
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で

は
毎
年
、
小
学
生
以
上
は
３
年
に
１
回

の
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い

手
続
き
を
し
て
い
る
か

わ
か
ら
な
い

　

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
時
間
外
対
応

に
つ
い
て

　

手
続
き
は
通
常
、
市
役
所
の
開
庁
時

間
内
（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
15
分
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
な
ど
で
時
間
内
の
手

続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
事
前
に
相

談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
都
合
の
い
い
時

間
に
対
応
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線
５

０
４
）

■子育て支援

Parenting 
Support

子育て支援情報

手続きを忘れて
いませんか？

●
子育て支援には各種助成などの

制度があります。手続きをしていないと
受けられない場合があります。

15

市
民
・
企
業
・
行
政
が
ひ
と

つ
に
な
り
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
「
く
し
ま
市
民

協
働
商
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
課
題
解
決
、
地
域
発
展

の
思
い
を
持
っ
た
約
80
名
が
出

会
い
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
多

く
の
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
！

行
政
か
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
は

45
事
業
も
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
が
な
さ
れ
、
行
政
ブ
ー
ス

で
多
く
の
商
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
行
政
も
積
極
的
に
「
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
、
ま
ち
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
・
支
援
を
会
場
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。

元
気
で
す
！

今
回
、
市
民
の
方
の
個
人
参

加
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
串
間
へ
の
思
い
を
持
た

れ
そ
れ
を
な
ん
と
か
形
に
し
た

い
と
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
出
会

い
の
場
で
も
あ
る
こ
の
商
談
会
。

「
く
し
ま
」
と
い
う
共
通
の
想

い
を
持
っ
た
方
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
カ
タ

チ
に
し
て
い
く

−
−
−

。

会
場
で
も
多
く
の
方
が
出
会

い
、
商
談
が
行
わ
れ
、
早
速
、

具
体
的
に
動
い
て
い
く
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
場
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
皆
さ

ま
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

く
し
ま
は
ど
ん
ど
ん
元
気
に

な
り
ま
す
！

く
し
ま
市
民
協
働
商
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
！

パナップは、みなさまの市民活動を支援します！

●住所＝串間市大字西方5500-2 　●TEL/FAX＝0987-27-3075　●開館日＝平日午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp 　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

今月はひな祭りということで！
パナップのfacebookページ、毎週更新中
です！ あなたの「いいね！」がまちをつくります！

センター長の
岩下です！

コーディネーターの
木原です！！

今 回 報 告して い る協 働 商 談 会 の 事 業 メ
ニューから『市民発！ にぎわい創出事業』を
ご紹介します。
　平成19年度からスタートしたこの事業、教
科書に載ったり県外から問い合わせや視察
があったりと串間市の市民活動補助金とし
てすっかりおなじみ。実は今回から補助率が
アップして90％（補助金上限50万円）になり、
グッと事業に取り組みやすくなりました。
　『市民発！ にぎわい創出事業』というと
「にぎわう」イベントが目立ちますが、「公益
性の高い事業」や「団体の自立・発展に効

果的な事業」ならイベントに限らず対象です。
今年度だと『ヤギが解決！串間でラクラク除
草プロジェクト』という事業があります。
　「市民団体」というと仰

ぎょう

々
ぎょう

しい感じがしま
すが、３人以上から応募可能です。「３人寄れ
ば文殊の知恵」ならぬ「まちづくり！」

詳細は総合政策課協働推進係（☎72 ー
1111内線335）までお問い合わせください。
もちろん、パナップでも相談対応いたします。
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奈
留

秋
山

串
間

北
方

大
平

一
氏

西
方

奴久見

至酒谷 

至日南

高
松

南
方 本

城

鬢垂島 

崎田

永田

志布志湾

都
井

大
納

宮ノ浦

恋ヶ浦 

下石波 

上石波 市木

幸
島 

鳥
島

築
島

銅
島 

ひゅうがおおつか 

ひゅうがきたかた 

ふ
く
し
ま
い
ま
ま
ち 

ふ
く
し
ま
た
か
ま
つ 

くしま 

❾

❼

❽

❻
❺

⓮
❿
❹

❶
⓯

❸
❷

⓫
⓬

⓭

串
間
市
の
河
川
の
状
況

　

市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河

川
の
水
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
度
か
ら
24
年
度
ま

で
の
主
な
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
：
微
生
物

が
水
中
の
有
機
物
を
分
解
す
る

と
き
に
消
費
す
る
酸
素
量
と
さ

れ
、
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
水
が

汚
れ
て
い
る
）
を
グ
ラ
フ
で
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
数
値
で
は
天

神
川
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２
．４
㎎
／
ℓ
と
、

環
境
基
準
値
（
２
㎎
／
ℓ
）
を

上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
箇

所
で
は
年
々
水
質
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

「
意
識
の
変
化
」
の
表
れ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
生
活
排
水
は
十
分

に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水

の
処
理
が
水
質
保
全
の
要
と
な

り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
わ

た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
汚

れ
た
生
活
排
水
を
川
に
流
さ
な

い
こ
と
で
す
。

　

く
み
取
り
処
理
や
単
独
浄
化

槽
処
理
か
ら
合
併
浄
化
槽
処
理

へ
の
切
り
替
え
、
ま
た
は
公
共
下

水
道
・
農
集
落
排
水
へ
の
接
続
に

よ
っ
て
排
水
の
汚
れ
を
８
割
以
上

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
油
を
流
さ
な
い
た
め

に
皿
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
は
紙
で

ふ
き
取
っ
た
り
、
米
の
と
ぎ
汁
を

庭
の
花
に
か
け
る
と
い
っ
た
工
夫

を
す
る
こ
と
が
河
川
の
浄
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活

課
環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２

美
し
い
川
を
守
り
継
ご
う

■
市
内
15
カ
所
に
あ
る
河
川
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
身
近
な
河
川
の
状
況
を
知
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
美
し
い
川
を
守
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
こ
れ
ま
で
市
の
窓
口
や
金
融
機
関
な
ど
で
し
か
納
付
で
き
な
か
っ
た
市
税
な
ど
が
、

　
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

市 政 ニ ュ ー ス市 政 ニ ュ ー ス
　

４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
以
下
、
コ
ン
ビ
ニ
）
で
、

市
税
な
ど
の
納
付
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
納
付
書
に
記
載
し
て

あ
る
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
や
夜
間
で
も
納

付
で
き
、
手
数
料
も
か
か
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
め
ら
れ
る
市
税
な
ど

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収

分
）、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

分
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）、
保
育
料

●
納
付
書
が
変
わ
り
ま
す

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
に
伴

い
、
納
付
書
は
１
枚
ご
と
の
単

票
（
つ
づ
ら
れ
て
い
な
い
）
に

な
り
ま
す
。
納
付
の
際
は
記
載

さ
れ
て
い
る
納
期
限
を
よ
く
確

か
め
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊�

コ
ン
ビ
ニ
で
使
用
で
き
な
い

納
付
書

・�

納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額

が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

・�

金
額
を
訂
正
し
た
も
の

・�

バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
な
い
も

の
・
取
扱
期
限
を
過
ぎ
た
も
の

・�

破
損
、
汚
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

・�

ミ
シ
ン
目
を
切
り
離
し
て
し

ま
っ
た
も
の

●�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

窓
口
か
ら
の
納
付

　

九
州
内
（
沖
縄
を
除
く
）
の

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
窓
口
で
納
付
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
を

過
ぎ
た
も
の
は
お
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の

利
用
も
で
き
な
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
関
す
る
詳

細
な
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
は
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
一
度
手
続
き
す
る

コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
始
ま
り
ま
す

だ
け
で
、
自
動
的
に
納
期
限
日

に
ご
指
定
口
座
か
ら
市
税
な
ど

が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
納
付

に
出
か
け
る
手
間
が
省
け
、
納

め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

　

希
望
す
る
金
融
機
関
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
串
間
市
役
所

税
務
課
へ
預
金
通
帳
と
通
帳
に

使
用
し
て
い
る
印
か
ん
を
持
参

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

口
座
振
替
を
利
用
で
き
る

金
融
機
関
＝
宮
崎
銀
行
、
宮

崎
太
陽
銀
行
、
南
郷
信
用
金

庫
、
宮
崎
県
南
部
信
用
組

合
、
大
束
農
業
協
同
組
合
、

は
ま
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
、

串
間
市
漁
業
協
同
組
合
、
串

間
市
東
漁
業
協
同
組
合
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
管

　

理
係
☎
内
線
２
１
６・２
１
７
、

　

収
納
係
☎
内
線
２
１
４

納
付
書
（
サ
ン
プ
ル
）

・エブリワン
・�MMK（マルチメディ
アキオスク）設置店
・くらしハウス
・ココストア
・コミュニティ・ストア
・サークルK

・サンクス
・スパー北海道
・スリーエイト
・スリーエフ
・生活彩家
・セーブオン
・セイコーマート

・セブン-イレブン
・タイエー
・デイリーヤマザキ
・ハセガワストワ
・ファミリーマート
・ポプラ
・ミニストップ

・�ヤマザキスペシャル・
パートナーショップ
・�ヤマザキデイリース
トア
・ローソン

●納付できるコンビニエンスストア
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（mg/l）
❶善田川合流点 ❻中鶴橋 ⓫宮ノ前橋

❷本城川城泉坊 ❼一氏橋 ⓬宮ノ浦橋

❸下弓田海域 ❽石木田橋 ⓭八ヶ谷橋

❹蔵元橋 ❾平原橋 ⓮松清橋

❺屋治橋 ❿第一鍛治屋橋 ⓯西方橋

※環境基準（県が目標と定める水質基準と水域）
◆福島川上流（AA 類型）—赤池滝より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�福島川下流（A類型）—赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川及び西方川を含む。
BOD2mg/ℓ以下。①④⑥⑦⑩⑭⑮
◆大平川上流（AA 類型）—末広橋より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�大平川下流（A類型）—末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川及び秋
山川を含む。BOD2mg/ℓ以下。⑤⑧⑨
◆串間地先海域（海域 A）—下弓田海域付近。COD2mg/ℓ以下。③
◆②⑪⑫⑬については、目安として（A類型）の基準を表示。
◆③下弓田海域のみ COD（化学的酸素要求量）で表示。

グラフは基準値（BOD2mg/ℓ）を表示するため、調査地点によってはグ
ラフの線の推移がわかりにくいものもあります。縦軸はBOD、横軸は年度
です。※但し、③下弓田の縦軸はCODになります。



健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

串
間
市
の
65
歳
以
上
の
割
合
は
35
％
を
超
え

て
い
ま
す
。
80
歳
以
上
の
高
齢
者
が
肺
炎
に
か

か
る
と
命
ま
で
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
串
間
市
民
病
院
の
患
者

さ
ん
の
平
均
年
齢
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
に
農
作
業
を

し
て
い
た
人
が
、
あ
る
日
突
然
肺
炎
に
か
か
っ

て
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
聞
き
ま
す
。

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
を
起
こ
す
原
因
菌
の
中

で
約
４
割
を
占
め
て
い
る
病
原
性
が
高
い
細
菌

で
す
。
特
に
65
歳
以
上
で
は
肺
炎
の
原
因
菌
の

第
一
位
で
す
。
抗
生
物
質
の
発
達
な
ど
に
よ
り

減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
肺
炎
の
死
亡
率
は
、
最
近

ま
た
上
昇
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
１
歳
を
ピ
ー

ク
と
す
る
乳
幼
児
で
の
発
症
例
と
は
別
に
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
に
お
い
て
再
び
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
は
免
疫
の
は
た
ら
き
が
十
分
で
な

い
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
肺
炎
球
菌
に
よ
っ
て
起
こ

る
主
な
病
気
に
は
、
肺
炎
、
気
管
支
炎
な
ど
の

呼
吸
器
感
染
症
や
副
鼻
腔
炎
、
中
耳
炎
、
髄ず

い

膜ま
く

炎え
ん

、
菌
血
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
場
所
（
血
液
や
脳の

う

脊せ
き

髄ず
い

液え
き

な
ど
）
か
ら
菌
が
検
出
さ
れ
る
病
態
（
髄
膜
炎
、

菌
血
症
な
ど
）
を
特
に
侵し

ん

襲
し
ゅ
う

性
肺
炎
球
菌
感
染

症
（
I
P
D
）
と
呼
び
ま
す
。
侵
襲
性
肺
炎
球

菌
感
染
症
は
５
歳
以
下
の
乳
幼
児
と
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
多
く
発
症
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
細
菌
に
よ
る
感
染
症
は
ペ
ニ

シ
リ
ン
な
ど
の
抗
生
物
質
に
よ
り
治
療
し
ま
す

が
、
近
年
は
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
薬
剤
耐
性

菌
が
増
え
て
い
る
た
め
、
治
療
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
高
齢

者
の
感
染
で
は
抗
生
物
質
の
治
療
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

事
前
に
予

防
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
投
与
の
必
要
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
よ
う
に
肺
炎
球
菌

の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
接
種
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
専
用
の
ワ
ク
チ
ン
で
あ

り
、
肺
炎
球
菌
の
感
染
以
外
に
は
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
）。
肺
炎
球
菌
に
よ
っ
て
起
き
る
感
染

症
を
予
防
す
る
た
め
の
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

肺
炎
球
菌
に
は
80
種
類
以
上
の
型
が
あ
り
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
、
そ
の
う
ち
で
感

染
す
る
機
会
の
多
い
23
種
類
に
対
し
て
免
疫
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
の
肺
炎
球
菌
肺

炎
の
８
割
位
に
有
効
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
２
年
以
降
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
増
し
て
き
ま
し

た
。
１
回
の
接
種
で
５
年
以
上
持
続
し
、
再
接

種
し
た
部
位
の
強
い
副
反
応
が
増
加
す
る
た
め
、

今
ま
で
日
本
で
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
１
回
の
み
で
再
接
種
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
０
９
年
よ

り
日
本
感
染
症
学
会
に
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

定
め
ら
れ
、
医
師
の
判
断
で
必
要
で
あ
れ
ば
再

度
接
種
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
い

る
方
は
、
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
方
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
米
国
で
は
高
齢
者
の
60
〜

70
％
が
接
種
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
で

は
高
齢
者
の
４
〜
５
％
程
度
し
か
接
種
を
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
肺
炎
に
な
る

患
者
さ
ん
は
、
青
少
年
や
成
人
で
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
が
、
80
歳
以
上
に
な
る
と
約
13
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
数
は
小

児
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す
が
、
死
亡
者
数
は
高
齢

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
両
方
を
投
与
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
も
重
症
肺
炎
を
併
発
せ
ず
に
す
む
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
行
政
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
も

助
成
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
次
の
よ
う
な
方
に
特
に
お
勧
め
し

ま
す
。
①
65
歳
以
上
②
心
臓
や
呼
吸
器
に
慢
性

疾
患
③
腎
不
全
や
肝
機
能
障
害
④
糖
尿
病
⑤
脾

臓
の
摘
出
手
術
な
ど
で
脾
機
能
不
全
の
あ
る
方 

（
脾
臓
の
摘
出
手
術
を
受
け
た
方
だ
け
保
険
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
は
自
費
に
な

り
ま
す
）
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Kazuo Kuroki

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

著：串間市民病院　院長
黒木　和男

柔
道
を
通
し
て
考
え
る
こ
と

秋
山
小
　
山
内
大
輔
く
ん

　

僕
は
柔
道
を
し
て
い
ま
す
。
大

人
に
な
っ
た
ら
大
好
き
な
柔
道
を

世
界
中
に
広
げ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
柔
道
も
勉
強
も
投
げ
出
さ
ず

に
、「
１
本
！
」
を
取
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

串
間
の
た
め
に

ぼ
く
に
で
き
る
こ
と

大
束
小
　
野
辺
郁ふ

み

哉や

く
ん

　

僕
は
エ
イ
サ
ー
を
や
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
エ
イ
サ
ー
を

踊
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
に
た

く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま

し
た
。
エ
イ
サ
ー
で
触
れ
合
っ
た

人
た
ち
に
串
間
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
串

間
の
た
め
に
努
力
を
続
け
る
大
人

に
な
り
た
い
で
す
。

自
分
の
中
で
の
成
長

都
井
小
　
時
任
舞
奈
さ
ん

　

自
転
車
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
で
自
分
の
中
で
成

長
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
仲
間

と
の
絆
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
仲

間
と
と
も
に
色
ん
な
事
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ド
キ
ル
を
防
ご
う

本
城
小
　
山
口
菜
摘
さ
ん

　

道
路
上
で
発
生
す
る
野
生
動
物

の
死
亡
事
故
を
「
ロ
ー
ド
キ
ル
」

と
い
い
ま
す
。
わ
た
し
は
車
を
運

転
す
る
人
に
声
を
か
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
尊
い
命
が
な
く
な
る

と
い
う
点
で
は
殺
人
も
ロ
ー
ド
キ

ル
も
同
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
命

あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
こ
と
を

言
葉
に
で
き
る
勇
気

市
木
小
　
大
山
瑛え

い

美み

さ
ん

　

全
校
学
級
活
動
で
友
だ
ち
に
注

意
す
る
と
き
、
ど
ん
な
言
い
方
で

話
せ
ば
よ
い
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
先
生
の
模
範
演
技
を
見
て
、

ハ
キ
ハ
キ
と
自
分
の
考
え
を
だ
れ

に
で
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
始
め
ま
し
た
。
み
ん
な
が

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ

と
仲
良
く
分
か
り
あ
え
る
と
思
い

ま
す
。

父
と
一
緒
に
串
間
を
元
気
に

福
島
小
　
喜
多
竜
作
く
ん

　

串
間
市
の
人
口
が
減
っ
て
い

て
、
ま
ち
に
元
気
が
な
い
な
と
思

い
ま
す
。
僕
の
父
は
米
屋
を
し
て

い
ま
す
。
店
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
串
間
の
町
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
僕
も
父
の
後
を
継
い
で
、
父

と
一
緒
に
「
宮
崎
県
と
い
え
ば
串

間
市
！
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の

元
気
な
串
間
市
に
し
て
み
せ
ま

す
。

わ
た
し
の
大
好
き
な
笠
祇

笠
祇
小
　
野
邊
美
玖
さ
ん

　

わ
た
し
は
笠
祇
の
素
晴
ら
し
さ

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
山

並
み
や
星
空
な
ど
、
言
い
表
せ
な

い
ほ
ど
き
れ
い
で
す
。
ま
た
、
笠

祇
の
人
た
ち
は
笠
祇
に
住
ん
で
い

る
人
の
こ
と
を
家
族
の
よ
う
に

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
笠
祇
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
夢

北
方
小
　
相
澤
龍

り
ゅ
う

斗と

く
ん

　

僕
の
夢
は
酪
農
家
に
な
る
こ
と

で
す
。
父
や
母
を
見
て
い
て
、
酪

農
家
に
は
優
し
さ
と
強
さ
、
力
、

が
ま
ん
が
必
要
だ
な
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
手
伝
い
を
し
て
、
父

や
母
に
負
け
な
い
よ
う
な
酪
農
家

に
な
り
た
い
で
す
。

母
か
ら
学
ん
だ
こ
と

大
平
小
　
黒
原
梨
沙
さ
ん

　

わ
た
し
は
母
の
こ
と
が
大
好
き

で
母
の
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

相
手
に
優
し
く
接
す
る
こ
と
で
優

し
さ
が
返
っ
て
く
る
。
母
が
言
葉

で
は
な
く
態
度
で
示
し
て
く
れ
た

大
切
な
教
え
で
す
。
母
か
ら
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
尊
敬
す
る
お
母
さ
ん
、

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

平
凡
な
日
を
幸
せ
に
感
じ
よ
う

金
谷
小
　
隈
本
光ひ

か

里り

さ
ん

　

お
休
み
の
日
に
友
だ
ち
と
一
緒

に
遊
び
ま
し
た
。
本
を
読
ん
だ
り

宿
題
を
し
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
。
こ
の
平
凡
な
日
常
生
活
を
し

て
い
て
「
平
和
っ
て
い
い
な
あ
」

と
思
い
ま
し
た
。
戦
争
や
病
気
、

い
じ
め
な
ど
で
命
を
落
と
す
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
世
界
に

必
要
な
の
は
「
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
や
社
会
に
役
立
つ

美
容
師

有
明
小
　
牧
野
海い

吹ぶ
き

さ
ん

　

わ
た
し
は
す
べ
て
の
お
客
様
を

笑
顔
に
で
き
る
美
容
師
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
美
容
師
の
親
戚

の
姿
を
見
て
あ
こ
が
れ
ま
し
た
。

美
容
師
に
な
る
夢
の
達
成
と
地
域

や
社
会
に
役
立
つ
立
派
な
大
人
に

な
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

く し ま っ こ

第
31
回
串
間
市
青
少
年
の
声
を
聞
く
会

■
市
内
の
各
学
校
か
ら
19
名
が
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
は
各
小
学
校
の
６
年
生
の
発
表
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
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す
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す
が
、

３
月
15
日
に
南
郷
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
で
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
日

南
市
の
国
際
交
流
員
ロ
ー
ラ
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）
と
一
緒
に
ア
メ

リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
デ
ザ
ー

ト
（
レ
モ
ン
メ
レ
ン
ゲ
パ
イ
と
ラ
ミ

ン
ト
ン
ケ
ー
キ
）
を
作
り
ま
す
。
定

員
は
両
市
合
わ
せ
て
20
人
で
、
参
加

費
は
１
人
５
０
０
円
で
す
。
申
し
込

み
の
締
め
切
り
は
13
日
ま
で
で
す
の

で
参
加
し
た
い
と
い
う
方
は
お
早
め

に
わ
た
し
（
総
務
課
☎
内
線
３
１

９
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

料
理
が
苦
手
な
方
で
も
大
歓
迎
で

す
の
で
ご
遠
慮
な
く
！

LibraryKushima
[Book]

久寿理島で採れる材料を使った薬の製
造を生業とする女子直系一族「久寿理
島製薬」に突然生まれた草太は、15
歳になったある日、島の運命を背負っ
て、東京の私立和漢学園へと旅立つー。
薬学青春エンターテインメント。

埋め立て地にそびえ立つ、結婚前か
らの憧れのタワーマンションに暮らす
若い母親。彼女は、おしゃれなママ
たちのグループに入るが、隠してい
ることがいくつもあった…。『VERY』
連載に加筆修正して単行本化。

１年間で図書館で多く読まれた本を一
般と児童にわけて紹介しています。
どんなジャンルの本が読まれたのか？
今年人気だった作家は？これ読んで
みたかった！など。ぜひ図書館に足を
運んで手に取ってみてくださいね。

3
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

「
わ
か
ら
ん
薬
学
事
始
」

　
ま
は
ら
三
桃
／
著

「
ハ
ピ
ネ
ス
」

　
桐
野
夏
生
／
著

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中●
移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

　

３
月
（
英
語
でM

arch

）
を
迎

え
ま
し
た
。
日
本
は
３
月
と
い
え
ば

学
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
す
ね
。

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
の
卒
業
式
は
５

月
（
と
き
に
は
６
月
）
で
す
。

　

さ
て
、
最
近
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ

と
な
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

持
っ
て
き
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
が
つ
い
に
つ
か
な
く
な
っ
た
た
め

ネ
ッ
ト
で
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
パ
ー
ツ

を
集
め
て
自
作
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ

ソ
コ
ン
を
組
み
立
て
て
み
ま
し
た
。

初
体
験
だ
っ
た
の
で
少
し
だ
け
手
こ

ず
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
完
成
し
ま

し
た
。
結
局
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

も
な
く
、
だ
れ
で
も
で
き
る
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
勉

強
に
な
る
し
、
自
分
が
欲
し
い
パ
ソ

コ
ン
を
ぴ
っ
た
り
作
れ
る
し
、
少
し

安
く
な
る
し
、
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
が

欲
し
い
と
い
う
方
に
お
勧
め
し
ま

す
。
実
は
わ
た
し
は
高
校
時
代
に
少

し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
っ
て
か
な

り
面
白
か
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

も
う
一
度
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
完
成

後
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
う
を
開

い
て
み
た
ら
画
面
が
つ
き
ま
し
た
。

な
ん
て
皮
肉
な
話
で
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
度
開
催

■交流員レポート／第9代国際交流員アレックスの日本体験記

This month's
expression   

今月の表現

○○に耐えられない
can’t stand ○○
納豆が苦手です。
I can’t stand natto.

パソコン組み立て最中

[Pension]

知
年
金

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を

　

い
ま
だ
約
２
，
２
０
０
万
件
の
持
ち

主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
…
と
ご
心
配
な
方

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.

nenkin.go.jp

）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
『
ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０

−

０
５
８

−

５
５
５

＊�

受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
（
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
）、 

第
２
土
曜
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
） 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、

ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
な
ど
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
難
し
い

方
は
年
金
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
市
役

所
で
も
簡
単
な
手
続
き
で
年
金
加
入
記

録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
確
認
で
き
る
年
金
記
録

・�

こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
（
国
民

年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
）
の

よ
り
新
し
い
年
金
加
入
記
録

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・�

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
の

試
算

●
必
要
な
書
類

・�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

・
印
鑑

・�

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年

金
手
帳
・
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
）

＊�

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
に
は
こ
の
ほ

か
、
委
任
状
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城

年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６

−

23

−

２

５
７
１

[Pension]

知
市
民
生
活
課
か
ら

の
お
知
ら
せ

廃
棄
物
（
ご
み
）
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
ご
み
（
い
ら
な

い
物
）
を
焼
却
す
る
行
為
は
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
者
は
５
年
以
下
の

懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。

　

例
外
的
に
社
会
の
慣
習
上
お
よ
び
小
規

模
な
焚
き
火
な
ど
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
物
を
燃
や
し
て
発
生
す
る
煙

や
有
害
物
質
、
悪
臭
が
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
た
り
、
近
所
の
方
に
迷
惑
を

か
け
た
り
す
る
場
合
は
、
ど
ん
な
場
合
で

も
焼
却
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
の
中
で

も
、
近
隣
で
草
な
ど
を
燃
や
し
て
発
生
し

た
煙
や
に
お
い
が
洗
濯
物
に
つ
い
た
り
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
燃
や
し
て
有
害

な
ガ
ス
が
家
の
中
ま
で
入
り
込
み
家
の
中

に
に
お
い
が
つ
い
た
り
、
健
康
被
害
に
波

及
す
る
な
ど
の
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ

月の魔法（川上健一）南紀新宮・徐福伝説の
殺人（西村京太郎）悪鬼襲来（鳥羽亮）いち
ばん長い夜に（乃南アサ）キミトピア（舞城王
太郎）別れさせ屋の恋（新堂冬樹）ちょうちん
そで（江国香織）状箱騒動（佐伯 泰英）陽子
の一日（南木佳士）輝天炎上（海堂尊）国境の
雪（柴田哲孝）おもかげ橋（葉室麟）冬芽の人
（大沢在昌）望郷（湊かなえ）むつかしきこと

承り候（岩井三四二）孤独の絆（藤田宜永）糸車
（宇江佐真理）狭小邸宅（新庄耕）ホテル・コン
シェルジュ（門井慶喜）風雷（鳥羽 亮）冤罪死
刑（緒川怜）定吉七番（セブン）の復活（東郷
隆）黄金の庭（高橋陽子）ヒトデの星（北野勇
作）沈黙の町で（奥田英朗）びっくり節約生活!
一家6人＋1 月7万円（大庭 聡恵）子どもにかけ
るお金の本（こどもにかけるお金を考える会）

ん
。

　

自
分
の
都
合
だ
け
を
考
え
ず
、
近
隣
の

方
の
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

犬
の
散
歩
の
フ
ン
は

飼
い
主
が
ひ
ろ
い
ま
し
ょ
う

　

通
学
路
な
ど
の
歩
道
に
犬
の
フ
ン
が
落

ち
て
い
ま
す
。
フ
ン
の
処
理
道
具
を
持
た

ず
に
犬
の
散
歩
を
さ
せ
て
い
る
飼
い
主
さ

ん
を
見
か
け
ま
す
。

　

飼
い
犬
が
散
歩
先
で
フ
ン
を
し
た
と
き

は
、
飼
い
主
が
持
ち
帰
る
の
が
マ
ナ
ー
で

す
。

　

歩
道
が
不
衛
生
に
な
る
と
病
原
菌
の
発

生
、増
殖
な
ど
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。マ
ナ
ー

を
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
環
境
保

全
係
☎
内
線
２
５
４

イベント情報

夜の
おはなし会
◎日時＝３月23日

（土）

午後６時半〜７時半
ごろま

でいつもと雰囲気
の違う

中で行うおはなし会
です。

当日はキャンドルで
おむか

えします。

ぜひ遊びにいらして

くださいね。

参加ご希望の方は図
書館まで！
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た免許証
●�持参するもの＝操縦免許証、認
印　＊下記に該当する方は住民票
（本籍記載）が必要。

①�住所記載のない「海技免状」を
お持ちの方

②�住所記載のある「操縦免許証」
をお持ちの方で、記載事項に変
更のある場合（合併による市町
村名変更の場合は不要）

●�料金（送料、写真代含む）
・更新講習＝９，０００円
・失効講習＝１５，０００円
●�問い合わせ先＝入枝海事事務所
☎０９９‐２８１‐７７５３

①１級小型船舶講習（４日間）
●�学科＝３月２９日（金）〜４月１日
（月）

●実技＝３月３０日（土）
＊午前・午後の部をいずれか選択。
●�講習料＝１４７，０００円（ペア
割・ＧＯＧＯ割１３９，０００円）

②２級小型船舶講習（土・日）
●�学科＝３月３０日（土）〜３１日
（日）

●実技＝１級と同じ
●�講習料＝１２４，０００円（ペア
割・ＧＯＧＯ割１１７，８００円）

③特殊小型（水上バイク）
●�学科＝３月３０日（土）〜３１日
（日）

●実技＝３月３１日（日）
●�講習料＝７４，０００円（ペア割・
ＧＯＧＯ割７０，３００円）

④進級（１級小型船舶）
●�学科＝３月３０日（土）〜３１日
（日）

●実技＝なし
●�講習料＝４３，０００円（ペア割・
ＧＯＧＯ割４０，８５０円）

●�会場＝①〜④まですべて串間市
内を予定

●その他＝ＧＯＧＯ割は５５歳以上。
＊�友人など３名以上の申し込みで
さらに割引あり（７％引き）。
●�問い合わせ先＝鹿屋海技☎０９
９４−４３−２８５３

●�その他＝公営住宅については、
民間住宅とは違い、いろいろな
条件があります。詳細はお問い合
わせください。
●�問い合わせ先＝都市建設課建築
住宅係☎内線４１４・４１５

　中小企業金融円滑化法（以下
「円滑化法」）が今年３月末に期限
を迎えるにあたり、円滑化法の期限
到来後における金融庁の検査・監
督の方針を以下のとおり示します。
●金融機関の役割＝金融機関が貸
付条件の変更や円滑な資金供給に
努めるべきということは、円滑化法
の期限到来後においても何ら変わ
りません。
●�検査・監督の対応＝金融検査・
監督の目線やスタンスは、円滑化
法の期限到来後もこれまでと何
ら変わりません。

●�借り手の課題解決＝借り手が抱
える経営課題の解決には相応の
時間がかかるものであり、今年３
月末までに何らかの最終的な解
決を求めるというものではありま
せん。

＊�詳細は金融庁ホームページでご
確認ください。

　野生鳥獣と人との共存を図るた
め、農林業者が被害防止対策（イノ
シシ用電気防護柵）の設置に要す
る経費の補助について募集します。
＊�本事業は平成２５年３月市議会
にて予算の議決が必要となります。
ご留意ください。
●�内容＝防護柵２段張り、延長２５０ｍ
●�補助額＝県が定める標準経費
（最大８万円）の３分の２

●申込期限＝３月２５日（月）
＊午後５時まで
●�申込方法＝市役所に来庁の上、
お申し込みください（過去に連絡
などの不備で、事業が実施でき

なかった事例があります）。
●�その他＝申込多数の場合には、
補助要件を満たすものから優先
的に採択します。なお、市税およ
び市公共料金の滞納がある場合
には採択できません。 補助金は
事業完了後、精算払いにて交付
します。 
●�問い合わせ先＝農林水産課☎内
線４２４・４２６

●受験資格
・�昭和５８年４月２日〜平成４年４
月１日生まれの者
・�平成４年４月２日以降生まれの者
で次に掲げるもの
＊�①大学を卒業した者および平成
２６年３月までに大学を卒業する
見込みの者②人事院が①に掲げ
る者と同等の資格があると認め
る者
●試験の程度＝大学卒業程度
●受付期間
・�インターネット＝４月１日（月）〜
１１日（木）
・�郵送または持参＝４月１日（月）〜
２日（火）
●�問い合わせ先＝宮崎労働局総務
部総務課人事係☎０９８５−３８
−８８２０

　４月１日から、古い診察券（青
色）が使えなくなります。古い診察
券をお持ちの方は、市民病院の窓
口で現在の診察券（ピンク色）と交
換してください。		
●�問い合わせ先＝串間市民病院
☎７２−１２３４

●日時＝３月１６日（土）午後２時
●�場所＝串間市アクティブセンター
研修室

●�対象＝有効期限が１年２カ月以
内に切れる免許証および失効し

お知らせの
ページ
市役所の代表電話 ☎0987ー72ー1111

Information
●�認定期間＝申請月から平成２５
年６月末まで

負担限度額認定
　居住費や食費は、利用者と施設
との契約によることが原則となりま
すが、世帯状況・収入状況により負
担額が軽減されます。
●�対象サービス＝介護福祉施設
サービスおよび短期入所生活介
護、短期入所療養介護

●�認定期間＝申請月から平成２５
年６月末まで

●�問い合わせ先＝医療介護課介護
保険係☎７２−０３３３（内線５１
５・５１６）

　串間史談会では、春の史跡めぐ
りを実施いたします。参加を希望さ
れる方はご連絡ください。
●日時＝３月１７日（日）
●集合＝串間市民総合体育館前
●�内容＝①山之口人形浄瑠璃館実
演見学②高城郷土資料館③旧後
藤家④春日神社
●参加料＝交通費２，５００円
＊入館料、食事代は個人負担。
●申込締切＝３月１０日（日）
●�問い合わせ先＝串間史談会事務
局（清水さん）☎７２−３３０９

　現在、市では寺里地区に寺里さく
ら住宅（Ｂ棟）の建設を行っていま
す。平成２４年度は１棟（１１戸）を
建設中で３月末の完成予定です。
　完成に先がけ、入居者募集を行
います。
●�住戸タイプ（１１戸）＝２ＤＫ−Ａ、
床面積５１．６㎡

●家賃＝１９，１００円〜
＊�入居予定者の収入で変動あり（収
入状況によっては、入居できない
場合もあります）。	
●募集締切＝３月１５日（金）
●受付場所＝都市建設課
＊�時間＝午前９時〜１１時、午後１
時〜４時まで（平日のみ）

　転出や転入などの手続きをしたく
ても仕事の都合などでできない方
のために、下記のとおり窓口を開設
します。受付事務は、転出、転入ま
たは転居をされる方の一部手続き
に限らせていただきます。また、支
所は開設しておりませんのでご了承
ください。
●�窓口開設（本庁のみ）日時＝３月
３０日（土）、３１日（日）
＊午前９時〜午後４時まで
●窓口開設課および受付内容
（市民生活課）
・�転出、転入、転居の届出に関する
事務
・国民年金に関する事務
・家庭ごみに関する事務
●�問い合わせ先＝市民生活課☎内
線２２３・２２４

　現在、７５歳以上の方に交付して
います被保険者証の有効期限は、
平成２５年３月３１日までとなってお
ります。これに伴い、新しい被保険
者証は３月半ば以降、有効期限まで
に郵送されます（宮崎県後期高齢
者医療広域連合より送付）。
　今まで使用されていた被保険者
証は、４月１日からはお使いいただ
けません。お気を付けください。
●�問い合わせ先＝医療介護課医療

保険係☎７２−０３３３（内線５１８）

　介護保険料の負担が困難な方で、
下記の要件すべてに該当する方は
ご相談ください。
●�要件＝①申請者の属する世帯の
世帯員すべてに市民税が課せら
れていない②市民税課税者に扶
養されていない③自宅以外に処
分可能な資産を所有していない
④１人世帯で年間収入額が４８
万円以下、世帯員が１人増すごと
に３８万５千円を加算した額以下
⑤預貯金が（１人世帯）５０万円
以下、（２人世帯以上）１００万円
以下

●�減免される額＝申請日の属する
年度分の保険料額を第１段階の
保険料額の２分の１に減免

●�問い合わせ先＝税務課国保・介
護賦課係☎内線２６３・２６４

社会福祉法人等介護保険利用者
の負担軽減
　次の要件すべてに該当する方の
利用者負担を軽減します。
●�要件＝①申請者の属する世帯の
世帯員すべてに市民税が課せら
れていない②市民税課税者に扶
養されていない③自宅以外に処
分可能な資産を所有していない
③年間収入金額が（一人世帯）１
５０万円以下、世帯員が一人増す
ごとに５０万円を加算した額以下
④預貯金が（一人世帯）３５０万
円以下、世帯員が１人増すごとに
１００万を加算した額以下⑤保険
料を滞納していない

●�軽減対象サービス＝社会福祉法
人が提供する訪問介護、通所介
護、短期入所生活介護および介
護福祉施設サービス

●�軽減の程度＝軽減対象サービス
利用者負担・食費・居住費の２５％
（老齢福祉年金受給者は利用者
負担・食費・居住費の５０％）を軽減

お知らせ

後期高齢者医療被保険者証
の交付について

休日に転出・転入の届出が
できます

中小企業金融円滑化法の期限到来
後の検査・監督方針について

平成25年度
労働基準監督官採用試験

小型船舶操縦免許証
更新・失効講習会

介護保険料の減免について

市営住宅入居者募集
串間市民病院からのお知らせ

ボート免許取得（試験免除）

介護サービス利用料の
軽減・負担限度額について

串間史談会
春の史跡めぐりのご案内

平成25年度
電気防護柵設置支援の要望調査
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

バレ
ー
ボ
ー
ル
の
振
興
を
！

●
く
ろ
ち
ん
さ
ん

串
間
市
は
意
外
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
盛
ん
な
市
で

す
。
わ
た
し
も
友
人
ら
と
一
緒

に
年
１
回
行
わ
れ
る
串
間
市
バ

レ
ー
リ
ー
グ
（
９
人
制
）
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
リ
ー
グ
戦
の
開
会

式
で
昨
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
串
間
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
の
会
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
、

自
分
の
母
校
で
も
あ
る
福
島
高

校
の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

活
動
休
止
の
状
態
で
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
現
在
の
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
方
小
女
子
バ
レ
ー
が
全
国

大
会
に
行
く
な
ど
ジ
ュ
ニ
ア
層

が
実
力
を
つ
け
て
い
て
も
、
地

元
で
バ
レ
ー
が
で
き
な
い
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
に
悩
ん
で
い
る
子

ど
も
た
ち
（
小
中
学
生
）
も
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

北
方
少
女
バ
レ
ー
の
県
大
会
優

勝
は
、
昨
年
の
う
れ
し
い
話
題
の

１
つ
で
し
た
ね
。
夏
に
は
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
間
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
深

く
根
付
い
て
い
る
と
い
う
印
象
で

す
。
く
ろ
ち
ん
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
、
市
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

ま
す
ま
す
串
間
が

大
好
き
な
人
に
な
り
ま
す
！

●
く
ろ
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

平
成
24
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
本
日
、
広
報
く
し

ま
１
月
号
が
届
き
ま
し
た
。『
串

間
の
地
で
心
豊
か
に
生
か
さ
れ

て
』。思
わ
ず
わ
た
し
の
心
を
ほ
っ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
都
井
岬
の
絵
は

が
き
を
見
て
ほ
れ
て
し
ま
い
、
わ

た
し
の
祖
母
の
「
あ
な
た
は
た
つ

年
の
人
と
縁
が
あ
る
」
と
言
っ
て

く
れ
た
言
葉
で
、
わ
た
し
と
一
緒

に
苦
労
し
て
く
れ
る
人
（
夫
）
を

決
め
ま
し
た
。
義
父
に
優
し
い
言

葉
を
か
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
長
男
が
結
婚

す
る
と
き
は
、
子
ど
も
は
早
く
結

婚
し
て
も
心
配
、
な
か
な
か
縁
が

な
い
と
な
お
大
変
。
長
男
の
こ
と

を
考
え
る
た
び
に
父
の
言
葉
を
忘

れ
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
あ
り
が
と

う
。
平
成
25
年
も
わ
た
し
に
い
ろ

い
ろ
人
生
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
だ
ん
な
さ
ま
。
ま

だ
ま
だ
若
い
の
で
苦
労
し
な
が
ら

青
く
き
れ
い
な
都
井
岬
の
海
の
よ

う
に
、
心
豊
か
に
幸
せ
を
見
つ
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
せ
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
っ

て
、
そ
れ
に
気
づ
け
な
い
こ
と
が

不
幸
で
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
お
手
紙
を
読
ん
で
い
て
、

こ
ち
ら
ま
で
幸
せ
な
気
分
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

更
生
保
護
女
性
会
で

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
高
原
厚
子
さ
ん

わ
た
し
た
ち
更
生
保
護
女
性

会
を
紹
介
し
た
く
て
筆
を

取
り
ま
し
た
。
ま
ず
更
生
保
護

女
性
会
の
活
動
の
趣
旨
を
お
話

し
し
ま
す
と
「
人
間
だ
れ
も
が

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

た
と
え
、
非
行
や
犯
罪
に
陥
っ

た
人
で
も
、
同
じ
で
す
」。

わ
た
し
た
ち
は
、
ま
ず
こ
れ

を
活
動
の
基
本
に
す
え
、
１
人

ひ
と
り
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
標
に
お
互
い
に
ほ
か

を
思
い
合
い
、
連
帯
し
な
が
ら
、

誰
も
が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る

明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
を

担
っ
て
い
く
大
切
な
宝
物
、
少

年
少
女
が
非
行
に
走
ら
な
い
よ

う
に
、
わ
た
し
た
ち
大
人
に
手

助
け
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、

い
つ
も
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
こ
で
現
在
わ
た
し
た
ち
が

活
動
し
て
い
る
内
容
を
具
体
的

に
お
話
し
し
ま
す
と

①
地
域
の
美
化
に
協
力
す
る

・
無
人
駅
の
清
掃
作
業

②�

小
学
校
、
中
学
校
へ
の
小
さ
な

協
力

・�

授
業
参
観
日
の
子
ど
も
預
か
り

教
室

・
手
作
り
雑
記
帳
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・�

小
学
校
運
動
会
に
利
用
さ
れ
る

お
じ
ゃ
み
作
り

③
施
設
訪
問

・
ボ
ト
ル
入
れ
の
袋
作
り

・
襟
巻
き
作
り

④
保
育
園
訪
問

・
手
作
り
雑
記
帳
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ほ
か
に
も
保
護
司
の
方
々
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
こ
の
よ
う
な

活
動
に
少
し
で
も
興
味
の
あ
る

方
、
こ
の
会
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
、
ぜ
ひ

ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
せ
。

更
生
保
護
女
性
会
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
の
方
へ

●
匿
名
希
望
さ
ん

毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
こ
と
や
市

民
の
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最

近
は
宮
崎
牛
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
書
い
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
、
わ
た
し
た
ち
市
民
に
届
け

て
く
だ
さ
い
。
牛
養
い
を
し
て

い
る
者
で
す
。

広
報
紙
へ
の
お
褒
め
の
お
言

葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
特
集

で
は
多
く
の
畜
産
関
係
者
の
方

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、「
お

互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
」
で

し
た
。
そ
れ
を
広
報
紙
で
き
ち

ん
と
お
伝
え
で
き
た
の
か
、
不

安
も
あ
り
ま
し
た
。
匿
名
希
望

さ
ん
の
よ
う
に
、
農
家
の
方
か

ら
喜
び
の
声
を
お
聞
き
す
る
た

び
に
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ん
の
心
に
届
く
広
報
紙
づ
く
り

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●�

連
絡
先
＝
高
原
さ
ん
☎
72

−

０
０
８
９

更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
の

活
動
は
広
報
く
し
ま
１
月
号
の
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
紹

介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
井
岬
小
松
ヶ
丘
サ
ン
セ
ッ
ト

ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

●
鈴
木
千
栄
子
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
！ 

都
井
岬
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木

と
申
し
ま
す
。
今
回
、
市
木
恋
ヶ

浦
都
井
岬
海
岸
線
博
覧
会
（
Ｒ

４
４
８
博
覧
会
）
の
メ
ニ
ュ
ー
の

１
つ
と
し
て
、
小
松
ヶ
丘
サ
ン

セ
ッ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま

す
。
都
井
岬
か
ら
眺
め
る
夕
陽
は

ま
さ
に
絶
景
！ 

き
っ
と
一
生
の

思
い
出
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
３
月
17
日
（
日
）
午
後

４
時
〜
６
時
半

＊
受
付
＝
午
後
３
時
半

●�

集
合
場
所
＝
都
井
岬
小
松
ヶ
丘

前
広
場

●
参
加
費
＝
３
０
０
円

＊
加
え
て
、
野
生
馬
、
夕
陽
、
都

井
岬
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
価
値
を
お

客
様
ご
自
身
で
お
決
め
く
だ
さ
い
。

妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
金
額
を
、
お

帰
り
の
際
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
お
金
は
全

額
「
野
生
馬
保
護
協
力
金
」
と
し

て
牧
組
合
に
寄
付
い
た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
井
岬
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
76

−

１
５
４
６

ご
意
見
箱
か
ら

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
あ
る
ご
意
見
箱
に
次
の
と
お
り
、

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

野焼きをしました！

野焼きを行いました。今年
は県の中山間盛り上げ隊
からの応援もいただきまし
た。ありがとうございまし
た！

古竹地区自治会長
濱㟢逹己さん

農用地利用改善団体
設立へ

　２月２日、笠祇地
区で集落営農

の基礎組織となる「
かさぎ農地利

用協議会（組合員４
０名）」の設立

総会が開催されまし
た。

　この総会で規約や
役員が承認さ

れ、今後は集落の話
し合い、相談

の場として作付地の
集団化、農機

具・作業の共同化、
耕作放棄地の

解消・防止などに努
めていきます。

かさぎ農地利用協
議会会長

加藤政彦さん
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味噌汁・デザート・漬物
＊季節により多少の変更があります。
お知らせ
　前指定管理者（ＭＫホールディング㈱）が販売し
た串間温泉いこいの里の回数券・パスポート券のご
利用期限は３月31日（日）までです。
桜祭り〜本城舞踊愛好会の舞踊〜
◎日時＝３月24日（日）　正午開演
◎入場料＝無料
休館日のご案内
　３月の休館日は21日（木）です。
ご協力をお願いします
　名城大学女子駅伝部が3月21日〜30日まで合
宿を行います。本城地区の道路を練習走行します
ので、車を運転される皆さまのご協力をお願いし
ます。

ご卒業・ご入学祝いはいこいの里で！
　ご卒業やご入学祝い、歓送迎会は串間温泉いこ
いの里でぜひ、どうぞ！春の新メニュー、ミニ会席な
ど盛りだくさんのプランをご用意しています。現在、
ご予約承り中です。

いろんな味を楽しみたい女性向けに仕上げました！
【内容】
お造り（鮪）天ぷら（海老・野菜２種）・煮物（野菜）
魚付焼・合鴨ロース・卵巻・サラダ・小鉢２種・御飯・

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳

●ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.930/2013.3）

F R O M  E D I T O R ' S

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜

●人口 19,744人（前月比-16人）
　男9,155人　　女10,589人
　世帯数8,332世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

おたより待ってます
●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、
掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

（平成25年2月1日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

福島地区・天神にある地域活動支援セン
ター『よつ葉工房』（野辺みき子施設長・
３人）。地域に住む障がいのある方のため
に居場所の提供や福祉就労、仲間づくり、
余暇活動などの支援をしています。「わたし
たちは利用者の方々をメンバーと呼び、家
庭的な雰囲気と１人ひとりの個性を大切に
しています」と野辺施設長。その言葉どおり、
作業に出かけるメンバーの『いってきます』
『ただいま』の声に『いってらっしゃい』『お
かえり』と温かく応える姿が印象的でした。

よつ葉工房のみなさん

古事記に挑戦中。今号で紹介した竹
田氏の講演にショックを受けたか

らだ。「世界では建国の歴史を知らない
ことは自分の父親の名前を知らないのと
同じぐらい恥ずかしいことである」皆さ
も読んでみてはいかがでしょうか？(シ )

今月休んだスローのコーナー。取材
での学びは大きく、家でも手間を

楽しむように。お茶は手製ごぼう茶を愛
飲。切って干し、炒って煮出す。化粧水、
クリームも１年以上自作。どれも手間は
かかるが安価で体に優しいのがいい(サ)

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　定休日：毎月第３水曜日

TEL 0987-75-2000

いこいの里
ミニ会席
（松華堂弁当風）
◎価格
 1,200円（税込）

●
前
門
充み
つ
徒と

「
魅
力
あ
る
串
間
市
」

随　想

グラウンドから望む第二高畑山は日々表情を変える。
入学から卒業まで毎日のように望んだ心に残る風景。

まえかどみつと
福島高校3年（18歳）
　本城地区・下平在住。
平成６年10月８日生
まれ。沖縄県出身。小
学校５年生から中学
校２年生まで鹿児島
県下甑島で育つ。父
の転勤と高校進学の
ため串間市に引っ越
す。本城中学校を卒
業後、福島高校入学。
２年間生徒会活動を
し、生徒会長を経験。
４月よりトヨタ自動車
就職。

Profile

随想のページを書いてみませんか　　と広報担当の方か
ら提案をいただきました。高校生の自分が書いていいも

のなのかと思いましたが、高校生の目線で感じ、思う串間市
を書きます。４年前に父の転勤で串間市に引っ越してきました。
父が航空自衛隊に勤務しているので、引越しをするのは今回
で２回目。本城中学校は、以前住んでいた甑

こしきしま

島の中学校と
同じ規模の学校なのですぐに慣れることができました。本城中
学校では地区の伝統芸能である千野棒踊りを練習し、小・
中学校合同運動会で発表をしたり、秋祭りのパレードに参加
したりしました。指導してくださる方の地域の伝統芸能を大切
にする姿を見て、すばらしい地区だなと思いました。
　高校は、地元福島高校に進学。１年生のときは部活に
明け暮れ、バレーボールで宮崎県ベスト８に入る思い出に残
る経験もしました。今は部活を引退し月に２・３回、地区の
バレーボールチームの練習に参加しています。幅広い年齢
層のなかでするバレーは、ワイワイおしゃべりをするのがとても
楽しく、高校バレーとは全く違うおもしろさがあります。
　２年生になって、高校の職場体験学習で市役所の情報
政策係で体験をさせていただきました。ちょうど、生徒会長
になったときでもあり「福島高校とコラボをしていただけませ
んか」と自ら提案しました。担当の方は「すごくいいね」と

言ってくださり「魅力ある福島高校の取り組み」という題で
２カ月に１回のペースで、広報紙にレポートを投稿しました。
中学生に１人でも多く福島高校に入学して欲しい、地元の
みなさんに福島高校をより知ってもらいたいという気持ちから
でした。部活や勉強の合間に記事を書くことは大変でしたが、
文章を書くことが好きになりました。また、レポートを読んでくだ
さった方から「今月の広報に出てたね！ 頑張りないよ」「今
回の特集は分かりやすかったよ。福高にはこんなクラスがあっ
たんだね」など多くの感想を直接聞く機会が増えました。そ
れは、市民の皆さんが福島高校に多くの関心を持っていると
いうことを感じ、約２万人の市民の皆さんに福島高校の魅力
をお伝えできたことはとても貴重な経験になりました。
　串間市に住んで感じたことは串間市は観光名所が多くあり、
ブランド化された特産物など多くの地域資源を持っていること
です。行政や各団体がそれぞれに情報を発信しようと頑張っ
ていますが、まだまだ知られていないのが現状です。それを
劇的に変えるには、各団体が協力・連携することが必要だ
と思います。その連携の中にぜひ高校生も参加させてもらい
たいと思っています。市民の方が考える企画に高校生も参
加することによって、みんなが地元を大切に思う気持ちが深ま
り、未来の串間市につながる道筋になると思います。
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春の足音　市民病院裏の菜の花

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌 野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）

初
夢
の
ま
ぼ
ろ
し
に
遇
ふ
母
の
笑
み

捨
て
猫
の
寝
ぐ
ら
い
づ
こ
や
余
寒
な
ほ

春
星
に
夫
の
面
影
感
じ
を
り

逸
速
く
干
潟
に
映
ゆ
る
石あ

お
さ蓴

か
な

原
発
の
あ
る
世
の
暗
き
蟻
地
獄

上
小
路
：
本
　
田
　
ハ
ズ
エ

仲
　
町
：
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歌

仲
　
町
：
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原
　
淑
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日
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栄
　
子

八
ヶ
谷
：
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崎
　
永
　
伯
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句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

ゆ
う
ゆ
う
の
森

：
河
　
野
　
ミ
エ
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下
中
園
：
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リ
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上
小
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吉
　
開
　
美
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浜
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子

上
中
園
：
鍋
　
倉
　
文
　
子

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

孫
ひ
孫
か
わ
る
が
わ
る
に
来
て
く
れ
る
帰
る
時
に
は
タ
ッ
チ
で
お
別
れ

哀
し
み
も
ひ
日に
ち

ぐ
す
り
か
薄
ら
い
で
何
れ
は
一
人
と
前
む
き
に
ゆ
く

み
ど
り
ご
の
な
か
な
か
乳
を
含
ま
ざ
れ
ば
ま
わ
り
の
人
ら
口
を
開
け
お
り

ひ
よ
ど
り
に
新
芽
つ
ま
れ
し
え
ん
ど
う
の
腋
芽
ぬ
ら
し
ぬ
寒
九
の
雨
は

ま
た
一
軒
壊
さ
れ
て
ゆ
く
家
の
あ
り
集
落
に
昭
和
の
消
え
て
ゆ
く
な
り

うた
ごよみ

（
一
般
投
稿
歌
）


